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豊
川
進
雄
神
社
の
能
人
形
面

は
じ
め
に

豊
川
進
雄
神
社
は
愛
知
県
豊
川
市
の
中
心
部
、
豊
川
駅

・
豊
川
稲
荷
の
す
ぐ

近
く
に
位
置
す
る
神
社
で
あ
る
。
こ
の
進
雄
神
社
に
は
現
在

一
八
面
の
近
世
に

に
遡
る
能
人
形
面
が
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
う
ち

一
七
面
は
豊
川
桜
が
丘

ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
寄
託
さ
れ
て
い
る
進
雄
神
社

所
蔵
面
の
う
ち
一
四
面
は
、
昭
和
田
七
年
一

一
月
一一一O
日
付
で
豊
川
市
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

残
り
の

一
面
は
鼻
高
天
狗
面
で
、
進
雄
神
社
に
保
管

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
鼻
高
天
狗
面
は
面
裏
に
寛
文
八
年
と
い
う
記
載
が
あ
り
、

そ
の
当
時
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
能
人
形
面
は
す
べ
て
現
在

の
祭
礼
で
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
昭
和
・
平
成
に
な
っ
て
作
ら
れ
た
複
製
の
面

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
能
人
形
面
に
最
初
に
着
目
さ
れ
た
の
は
、

管
見
に
よ
れ
ば
、

元
能
楽
協

会
名
古
屋
支
部
支
部
長
で
、

宝
生
流
シ
テ
方
の
内
藤
泰
二
師
と
、
能
楽
評
論
家

西
国
三
好
氏
の
二
氏
で
あ
る
。
内
藤
師
の
『
眼
・
名
古
屋
か
ら
(
注
!
)』
に
は
二

氏
が
進
雄
神
社
に
一
緒
に
行
か
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る。

内
藤
師
(
注
2
)

飯
塚
恵
理
人

は、

「宝
生
」
(
昭
和
四
五
年
七
月
号
、
四
六
年
四
月
号
、
四
六
年

一
一
月
号
)

に
そ
れ
ぞ
れ
同
社
蔵
の

「黒
髭
L

「痩
男
」
「
若
男

(所
蔵
名
一
中
将
)
」
に
つ
い

て
、
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
西
田
氏
(注
3
)
は
「豊
川
進
雄
神
社
の
古
能
面
」
と
い

う
題
で
こ
の
調
査
記
録
を

「観
世
」
(
昭
和
四
五
年
七
月
号
)
に
載
せ
ら
れ
た。

現
在
豊
川
市
役
所
に
は
、

昭
和
四
五
年
四
月
二
三
日
付
の
西
田
氏
の
調
査
記
録

(注
4
)
(
和
文
タ
イ
プ
に
よ
る
)
が
残
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
内
藤
師

・
西
田
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
、
能
人
形
と
豊
川
進
雄
神

社
の
天
王
祭
り
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
。
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
能
人
形
が

ど
の
よ
う
な
人
々
に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
さ
ら
に
能

人
形
が
現
在
の
天
王
祭
り
で
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
述

べ
た
い
。
な
お
、
保
田
紹
雲
氏
の
御
教
一不
に
よ
り
、
能
人
形
面
の
特
徴
に

つ
い

て
も
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
考
察
の
対
象
は
、
現
在
桜
が
丘
ミ
ュ

1
ジ
ア
ム
に

寄
託
さ
れ
て
い
る
一

七
面
と
、
進
雄
神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
鼻
高
天
狗
面
と

す
る
。
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進
雄
神
社
の
祭
礼
と
能
人
形
面
を
寄
進
し
た
人
々

豊
川
進
雄
神
社
の
祭
礼
は
、
能
人
形
面
に
「
豊
川
天
王
」
と
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
近
世
よ
り
「
天
王
信
仰
」
に
基
づ
い
た
祭
礼
で
あ
る
。
こ
の
地
方
の

天
王
信
仰
は
、
松
山
雅
要
氏
(
注
5
)
に
よ
れ
ば
「
宝
飯
郡
は
、
鎌
倉
時
代
・津
島

牛
頭
天
王
社
の
鎮
座
す
る
尾
張
海
東
郡
の
領
主

・
大
江
一
族
が
宝
飯
地
方
に
入

り
、
室
町
時
代
に
な
っ
て
天
王
信
仰
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
」
と
、
津
島
神
社

の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
現
在
豊
川
進
雄
神
社
の
祭
礼
は
「
綱
火
」
と
言
わ
れ

る
祭
礼
花
火
で
有
名
で
あ
る
。
こ
の
「
綱
火
L

の
起
こ
り
は
「
豊
川
村
庄
屋

・

中
田
四
郎
右
衛
門
文
室
百
」
(
以
後

「中
国
家
文
書」

と
略
称
)
に

天
王
御
祭
り
六
月
十
九
日
し
ん
が
く
(
神
楽
)
之
事

一
寛
文
元
年
丑
ノ
六
月
初
り
申
候
、
花
火
、
其
外
つ
る
し
ち
ゃ
う
ち
ん

仕
、
車
と
山
へ
縄
を
は
り
縄
火
(
綱
火
)
、
(
山
車
引
き
綱
)
大
モ
ミ

申
也
。
大
か
ら
く
り
も
有
り
(
後
略
)

と
あ
り
、
寛
文
元
(
一
六
六
一
)
年
に
始
ま
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
「
綱

火
」
の
始
ま
っ
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
松
山
雅
要
氏
(
注
6
)
が、

小
笠
原
義
忠
が
、

二
十
一
才
の
時
に
花
火
を
再
興
し
た
も
の
で
す
。
し

か
し
、
費
用
は
か
さ
み
運
営
は
憧
な
ら
な
い
も
の
で
し
た
。

そ
こ
で
、
四
郎
右
衛
門
は
、
若
い
者
に
呼
び
か
け
権
現
堂
脇
に
あ
る
荒

れ
地
(
現
在
の
東
部
中
学
校
敷
地
内
)
の
開
墾
を
思
い
た
ち
、
反
対
者
が

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「我
、
若
年
に
候
と
も
末
の
世
ま
で
の
宝
と
成

さ
ん
。
」
と
米
八
斗
の
花
火
畑
を
開
墾
し
祭
礼
の
費
用
と
し
ま
し
た
。
こ
の

花
火
畑
は
、
享
保
二
年
(
一

七

一
七
)
に
は
六
石
三
斗
に
な
り
、
さ
ら
に

天
明
五
年
(
一
七
八
五
)
に
は
、
二
十
一
石
二
斗
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
方
で
は
、
若
い
者
に
花
火
の
製
法
を
教
え
、
若
い
者
を
東
西

二
組
に
分
け
花
火
を
競
わ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
現
在
の
豊
川
進
雄
神
社

の
花
火
祭
り
の
起
こ
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

若
者
を
東
西
二
組
に
分
け
た
の
は
、
豊
川
村
が
相
給
地
で
あ
っ
た
た
め

か
と
思
わ
れ
た
が
、
当
時
は
、
天
領
で
あ
り
、
組
を
分
け
た
の
は
純
粋
に

花
火
を
競
わ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

※
相
給
H
一
村
が
二
人
の
領
主
に
分
け
て
治
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
寛
文
年
聞
は
、
綱
火
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、

そ
の
費
用
を
賄
う
た
め
の
回
が
開
墾
さ
れ
た
こ
と
、
西

・
東
に
若
い
者
が
分
れ

て
綱
火
を
競
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
進
雄
神
社
の
祭
礼
の
形
が
そ
れ
以

前
と
大
き
く
変
わ
り
、
盛
大
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
節
目
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

現
在
進
雄
神
社
の
能
人
形
面
の
年
記
の
う
ち
最
も
古
い
物
は
寛
文
五
年
で
、

神
谷
右
近
が
寄
進
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
六
面
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
面
は
、
寛

文
年
間
に
天
王
祭
り
が
盛
ん
に
な
っ
た
際
に
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
神
谷
右
近
は
、
同
じ
「
中
国
家
文
書
」
に

宮
座
真
入
之
事

一
小
笠
原
四
郎
右
衛
門
一
加
藤
孫
右
衛
門
一
神
谷
右
近

一

田

中

助

市

一

鈴

木

清

助

一

鳥

居

吉

十

一

小
林
彦
左
衛
門
と
申
者
、

貞
享
三
寅
之
年
初
而
入
。

小
林
等
家
つ
む
れ
申
ニ
付
、
末
子
筋
ニ
て
立
口
口
。
」

と

「
宮
座
」
の
三
番
目
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
宮
座
」
は
進
雄
神
社
の
祭
礼
を
取

り
仕
切
っ
た
豊
川
の
有
力
者
で
あ
る
。
筆
頭
は
「
綱
火
」
を
始
め
た
小
笠
原
四

郎
右
衛
門
義
忠
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
記
録
か
ら
、
こ
の
六
面
の
能
人
形
面
を

寄
進
し
た
神
谷
右
近
は
、
「
宮
口
座
」
を
構
成
す
る
豊
川
の
有
力
者
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

ま
た
(
口
)
の
「
小
尉
」
に
は
年
記
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
「
稲
生
伊
兵
衛

寄
進
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
稲
生
伊
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
「
中
国
家
文
書
」

の
、
寛
文
一
一
年
の
祢
宜
職
を
め
ぐ
る
紛
争
に
関
係
し
て
、

又
、
寛
文
十
一
亥
ノ
年
右
之
公
事
大
ニ
ま
げ
申
ニ
付
、
神
主
右
近
ニ
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申
懸
候
は
、
祢
宜
職
ハ
、
桑
名
藤
太
夫
ニ
而
候
聞
を
藤
太
夫
ニ
渡
し
候
へ

ど
、
藤
太
夫
ニ
い
申
候
稲
生
伊
兵
衛
と
申
人
之
家
来
弥
兵
衛
と
申
者
い
申

候。

此
伊
兵
衛
ハ
、
鈴
木
八
右
衛
門
様
笠
故
、
圧
屋
、
又
、
三
人
之
師
人
、

地
下
三
分
一
程
一
ツ
成
。
祢
宜

ハ
、
弥
兵
衛
の
子
・
金
蔵
ニ
さ
せ
可
申
と

申
懸
候
へ
共
、
成
不
申
候
問
、

(後
略
)

と
名
前
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
資
料
か
ら
稲
生
伊
兵
衛
が
当
時
天
領
で
あ
っ
た
豊

川
を
治
め
て
い
た
代
官
の
鈴
木
八
右
衛
門
の
鴛
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

稲
生
伊
兵
衛
は
宮
座
の
構
成
員
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
や
は
り
豊
川

の
有
力
者
で
あ
っ
た
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
寛
文
一
一
年
の
文
書
に

稲
生
伊
兵
衛
の
名
前
が
乗
る
こ
と
か
ら
、
(
口
)
の
「
小
尉
」
も
寛
文
年
間
あ
た

り
に
寄
進
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
進
雄
神
社
に
保
管
さ
れ
て
い
る
寛
文
八
年
六
月
の
寄
進
の
鼻
高
天
狗
面

の
寄
進
者
は
面
裏
に
高
須
重
太
夫
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
高
須
重
太
夫
は
、

現
在
の
豊
橋
の
高
洲
町
に
あ
た
る
高
須
新
田
の
開
発
者
で
あ
る
。
豊
橋
市
図
書

館
橋
良
文
庫
の
「
高
須
新
田
、

土
倉
新
田、

下
野
新
田
開
発
諸
記
録
」
(蔵
書
番

号

一

二
O
六
O
一
O
一
八
)
を
引
用
す
る
と
、

寛
文
五
乙
巳
年

吉
田
御
城
主
小
笠
原
山
城
守
長
頼
様
御
代

高
須
新
田

土
倉
新
田

文化情報学部紀要，第2巻， 2002年

開
発
吉
田
本
町

向

上
停
町

豊
川
村

高
須
久
太
夫

虞
弓
佐
平

高
須
十
太
夫

高
須
嘉
兵
衛
(
八
文
字
)

土
倉
五
郎
兵
衛

摂
州
池
田
ノ
出
吉
田
住

右
五
人
元
締

抑
寛
文
五
乙
己
年
二
月
吉
日
ヨ
リ
馬
見
塚
村
神
明
山
ヨ
リ
築
始
、
夫
ヨ
リ

西
ヱ
西
ノ
山、

烏
塚
、
雑
子
塚
、
牟
日
村
、
坂
津
下
へ
築
立
、
汐
留
ノ
場

所
ハ
烏
塚
北
石
掛
、
烏
塚
東
蛇
淵
両
所
ナ
リ
、
右
両
新
田
願
成
就
。
巳
午

ノ
両
年
鍬
下
ニ
被
下
置
、
寛
文
七
丁
未
年
ヨ
リ
御
免
付
ニ
相
成
御
上
納
仕

床
開
。

高
千
弐
百
三
拾
三
石
壱
斗
四
舛
三
合
壱
勺

盛

十

御
免
壱
ツ
五
分

鳥
羽
十
左
衛
門

後

藤

半

助

塩
田
久
右
衛
門

高
須
村
久
太
夫
と
の

五
郎
兵
衛
と
の

と
な
る
。
新
田
を
開
発
す
る
元
締
と
し
て
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
か
な
り

の
財
力
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
同
文
書
の

「家
別
百
性
覚
」
に
は

「
高
須

十
太
夫
元
〆
二
屋
敷
小
屋
留
主
居
住
」

と
あ
り
、
新
田
内
に
も
「
小
屋
し

は
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

実
際
に
は
住
ま
ず
、
豊
川
に
住
ん
で
い
た
。

こ
の
高
須
新
田
の
開
発
と
高
須
重
太
夫
の
名
は

『
豊
橋
市
史
(注
7
)
』
『
豊
川
進

雄
神
社
天
狗
面
l
豊
川
村

・
高
須
十
太
夫
(
注
8
)
』
に
も
載
る。

(ロ
)
(日
)
の
面
は
、
面
裏
の
記
述
か
ら
、
元
文
四
年
に
林
左
太
夫
が
作
り
、

林
忠
助
が
彩
色
を
行
っ
て
中
田
左
中
に
代
わ
っ
て
奉
納
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
中
田
左
中
は
、
享
保
三
(
一
七

一
八
)
年
「
三
河
国
宝
飯
郡
豊
川
村
指
出
帳

(注
9
)
」
(
以
後

「享
保
指
出
帳
」
と
略
称
)
に
、

一

御

除

地

正

一
位
牛
頭
天
王
社

九

尺

四

方

瓦
葺

慶
長
御
本
帳
之
節
占
如
斯
ニ
御
座
候
高
ノ
外

高
弐
拾
壱
石
弐
斗
壱
合
神
主
中
田
左
中

反
別
弐
町
三
反
三
畝
拾
七
歩
盛
九
代

此
宮
祭
礼
六
月
十
九
日
廿
日
神
楽
花
火
仕
候

往
古
δ
有
来
候

と
あ
り
、
進
雄
神
社
(
文
中
に
は

「牛
頭
天
王
社
」
と
あ
る
。
)
の
神
主
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
作
者
の
林
左
太
夫
と
い
う
の
は
、
こ
の

「古子
保
指
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出
帳
」
の
奥
書
に

享
保
弐
拾
年
卯
三
月

二
州
宝
飯
郡
豊
川
村

圧
屋
庄
屋
組
頭

彦
太
夫

四
郎
右
衛
門

左
太
夫

小
平
太

野

田

甚

五

兵

衛

様

百

姓

代

惣

七

御

役

所

同

三
郎
平

と
あ
る
組
頭
の
左
太
夫
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
人
物
は
こ
の
資
料
に

進
雄
神
社
と
関
係
し
て
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
村
の
有
力
者
で
あ
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
面
作
成
と
い
う
意
味
で
は
地
元
の
素
人
の
作
と
い
う

こ
と
と
な
る
。

(
M
)
の
面
も
寛
保
二
年
の
年
記
を
持
つ
。
「
願
主
林
氏
」
と

あ
る
が
、
こ
の
「
林
氏
」
も
左
太
夫
か
そ
の
一
統
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

能
人
形
面
は
い
ず
れ
も
村
の
有
力
者
の
寄
進
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
年
記
の
あ
る
人
形
面
は
寛
文
年
聞
か
ら
、
元
文

・
寛
保
あ

た
り
ま
で
の
約
八

0
年
間
に
作
ら
れ
て
い
る
。

同

桜
が
丘
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
に
寄
託
さ
れ
た
能
人
形
面

の
特
徴

面
裏
の
年
記
等
に
関
し
て
は
、
一
覧
表
に
ま
と
め
た
の
で
、
個
々
の
能
人
形

面
の
特
徴
及
び
保
存
状
態
に
つ
い
て
述
べ
る
。
両
社
の
能
人
形
面
は
基
本
的
に

は
野
外
の
能
人
形
に
使
用
す
る
実
用
品
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
彩
色
な
ど
の
落

剥

・
浮
き
上
が
り
が
目
立
つ
物
も
あ
る
。
ま
た
、
面
の
一
部
が
欠
落
し
た
あ
と

に
、
改
め
て
ひ
も
穴
を
つ
け
て
い
る
も
の
な
ど
も
あ
る
。
現
在
の
状
態
の
よ
い

も
の
ば
か
り
で
は
な
い
が
、
こ
れ
は
実
用
品
と
し
て
の
役
を
果
た
し
て
き
た
こ

と
に
よ
ろ
う
。

-
(
は
)

童
子

彩
色
の
浮
き
上
が
り
二

O
%

2
(
ほ

)

怪

士

右
顔
の
ひ
も
穴
以
下
割
れ
て
欠
落
。
額
中
央
か
ら
鼻
に
か
け
て
と
左
顔
ひ
も

穴
前
に
ひ
び
割
れ
。
眼
金
具
欠
落
。
彩
色
浮
き
上
が
り
五

O
%、
毛
書
き
は
乱

暴
な
後
補
で
、
塗
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。
頭
上
部
に
キ
リ
穴
あ
り
。

3
(
ろ

)

怪

士

左
ひ
も
穴
及
び
あ
ご
の
ひ
び
割
を
う
る
し
で
修
理
。
眼
金
具
欠
落
。
彩
色
浮

き
上
が
り
。
毛
書
き
は
乱
暴
な
後
補
で
、
塗
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。
浮
き
上
が

り
三

O
%。
頭
上
部
に
キ
リ
穴
あ
り
。

4
(
に

)

童

子

彩
色
の
浮
き
上
が
り
二

O
%。
塗
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。

ー
と
4
は
よ
く
似

て
い
る
。

5
(
よ
)
獅
子
口

両
側
面
と
あ
ご
に
4
本
の
ひ
び
割
れ
。
い
ず
れ
も
う
る
し
こ
く
そ
で
修
理
。

紙
は
り
彩
色
で
塗
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。
毛
書
き
や
く
ま
ど
り
な
ど
は
乱
暴
な

後
補
。
彩
色
の
浮
き
上
が
り
八

O
%、
剥
落
三

O
%。
額
両
側
に
穴
が
あ
り
、

穴
か
ら
上
が
割
れ
て
い
る
。
こ
の
穴
は
か
ぶ
り
物
を
縛
り
付
け
た
穴
と
考
え
ら

れ
る
。
同
社
に
は
こ
の

5
以
外
に
口
、

H
の
二
面
の
獅
子
口
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
が
、
5
は
こ
の
二
面
に
比
較
し
て
古
い
。
内
藤
泰
二
氏
(
注
川
)
は
伊
勢
和
谷
座

旧
蔵
の
獅
子
口
に
つ
い
て
述
べ
る
際
、
「
豊
川
進
雄
神
社
の
諸
面
と
表
裏
と
も
共

通
点
が
多
く
、
同
社
の
墨
書
銘
か
ら
推
し
て
、
古
元
休
と
同
時
代
(
江
戸
初
期
)

又
は
や
や
以
前
の
作
と
思
わ
れ
ま
す
。
」
と
言
わ
れ
る
。

6
(
わ
)
黒
癒
見
(
所
蔵
名
一
大
癒
見
)

彩
色
の
浮
き
上
が
り
二

O
%。
彩
色
上
に
後
補
で
ニ
ス
塗
り
。
色
が
黒
い
の

で
黒
べ
し
見
と
言
っ
て
良
い
。

7
(
い
)
郎
郭
男
(
所
蔵
名

一
中
将
)

右
顔
ひ
も
穴
以
下
欠
落
。
右
顔
ひ
も
穴
は
そ
の
後
に
聞
け
て
あ
る
。
後
補
の
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毛
書
き
が
弱
い
。
ま
ゆ
毛
書
き
は
ハ
ネ
上
げ
。
え
く
ぽ
が
あ
る
の
で
、
中
将
で

は
な
く
榔
郭
男
と
判
断
し
た
。
彩
色
は
塗
り
替
え
が
な
さ
れ
て
い
る
様
で
、
間

郭
男
の
毛
書
き
と
は
様
式
が
違
っ
て
来
て
い
る
。
彩
色
の
浮
き
上
が
り
二
O
%

8

(
と

)

小

面

小
型
の
面
。

ひ
た
い
上
部
に
キ
リ
穴
。
(
面
裏
に
見
え
る
。
表
は
補
修
で
見
え

な
い
。
)
裏
は
縦
飽
目
。
左
ほ
ほ
部
は
大
き
い
横
飽
目
。
耳
・
鼻
・
顎
の
く
ぼ
み

は
く
り
小
万
細
工
。
彩
色
の
浮
き
上
が
り
は
顎

・
額
に
計

一
O
%
。

9
(
る
)
若
い
男
面

小
型
の
面
。

彩
色
の
浮
き
上
が
り
は
見
ら
れ
な
い
。
眼
に
朱
が
入
れ
て
あ
る。

眼
の
角
度
や
形
状
の
類
似
性
か
ら
8
、
9
は
同

一
作
者
に
よ
る
と
思
わ
れ
る。

叩
(
へ
)
痩
男

裏
斜
め
飽
目
。
く
ぽ
み
は
く
り
小
万
細
工
。
目
金
具
は
黄
土
色
。
毛
書
き
は

細
く
弱
い
。
紙
張
り
彩
色
で
塗
り
替
え
。
剥
落
周
辺
部
に
五
%
程
度
の
み
。
1
・

4
の
童
子
、
7
の
中
将
と
同
一
人
に
よ
る
補
修
の
趣
き
。
内
藤
泰
二
氏
(
注
什
)
は

こ
の
面
に
つ

い
て
、

延
宝
九
(
一
六
八

一
)
豊
川
郷
天
王
人
形
面
と
墨
書
あ
り
、
古
元
休
没

後
九
年
自
に
あ
た
り
ま
す
。

世
の
本
流
は
近
江

・
洞
白
・
古
元
利
・
満
茂
等
多
士
済
々
の

一
隅
で
、

こ
う
し
た
傍
系
の
作
も
そ
れ
な
り
の
需
要
に
応
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
れ
も
裏
の
眼
の
く
の
方
が
宝
来
系
で
、

飽
眼
は
横
斜
。
和
谷
座
の
⑨
(
飯

塚
注
一
痩
男

伊

勢

一
色
和
谷
座
旧
蔵
)
と
通
ず
る
所
が
あ
り
ま
す
。

と
言
わ
れ
る
。

日
(
り
)
小
飛
出

目
は
金
具
で
な
く
金
泥
塗
、

裏
彫
り
も
荒
く
雑
で
ひ
も
穴
位
置
も
低
い
。
非

能
面
。

額
上
部
錐
穴
あ
り
。

ロ

(
か

)

黒

嬉
見
(
所
蔵
名
一

大
癒
見
)

6
の
写
し
と
思
わ
れ
る
。
非
能
面
。
毛
書
き
・
彫
り
と
も
6
よ
り
も
落
ち
る
。

裏
彫
り
は
縦
錨
目
で
雑
。
ひ
も
穴
は
耳
の
下
に
な

っ
て
い
る
。
重
い
。

日
(
ち
?
)
獅
子
口

(ち
)
の
文
字
は
な
い
が
、
(ち
)
に
あ
た
る
能
人
形
面
が
な
い
の
で
、
あ
る

い
は
こ
れ
が
そ
れ
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
5
の
写
し
と
思

わ
れ
る
。
非
能
面
。
毛
書
き

・
彫
り
と
も
に
5
よ
り
落
ち
る
。
裏
彫
り
は
縦
飽

目
で
雑
。
重
い
o

H
(
れ
)

獅
子
口

5
、
日
の
不
完
全
な
写
し
。
非
能
面
。
表
裏
と
も
生
地
。
裏
彫
り
は
縦
飽
目

で
荒
く
雑
。
重
い。

日

(
を

)

黒

髭

面
裏
に
、
直
径
回
ミ
リ
の
丸
輪
黒
印
あ
り
。
美
し
い
横
飽
目
。
本
格
的
な
能

面
。
額
上
部
に
錐
穴
(
後
で
あ
け
た
も
の
)
。
毛
書
き
も
後
補
。
彩
色
は
赤
み
が

か
っ
た
黄
土
色
。
白
金
具
に

ニ
ス
塗
り

(
後
補
)
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
「
黒
髭
」

に
つ
い
て
、
内
藤
泰
二
氏
(
注
ぽ
)は

西
国
三
好
氏
に
よ
っ
て
今
回
斯
界
に
紹
介
さ
れ
た
新
資
料
で
す
。
同
社

の
面
は
祭
礼
の
山
車
に
立
た
せ
る
人
形
の
面
と
し
て
寄
進
さ
れ
た
も
の

で
、
そ
の
由
皆
銘
記
が
あ
る
中
に
、
こ
れ
と
平
太
の
二
面
に
は
銘
記
が
な

い
の
で
、
新
し
く
加
わ
っ
た
山
車
用
に
既
成
の
能
面
が
流
用
編
入
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
同
社
蔵
面
中
現
行
能
面
と
し
て
使
用
可
能
な
唯

一

の
も
の
で
す
。

型
は
⑤

(飯
塚
注

一
宝
生
準
本
面
越
前
出
目
作
)
を
忠
実
に
写
し、

裏
は
横
飽
目
で
薄
鼠
色
の
擦
込
み
。
鼻
の
上
左
眼
寄
り
に
直
径
2
糎
余
の

細
輪
形
焼
印
跡
が
見
え
ま
す
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
o

m
(つ
)
平
太

面
裏
に
、

直
径
回
ミ
リ
の
丸
輪
黒
印
あ
り
。
額
の
黒
星
は
紙
張
り
の
丸
。
左

ほ
ほ
部
割
れ
欠
。

表
・

裏
と
も

ニ
ス
塗
り

(後
補
)
。
彩
色
浮
き
上
が
り
な
し
o

u
(ぬ
)

小
尉

左
ひ
も
穴
以
下
欠
落
。

欠
落
後
再
び
穴
を
あ
け
て
ひ
も
を
通
し
て
い
る
。
尉
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髪
は
欠
落
。
彩
色
浮
き
上
が
り
二
O
%
。

四

桜
が
丘
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
に
寄
託
さ
れ
た
能
人
形
面

の
特
徴

ー
か
ら

7
は
裏
生
地
で
塗
り
が
な
く
、
万
目
は
大
き
い
横
飽
目
、
目
穴
及
び

鼻
の
く
ぼ
み
は
く
り
小
万
に
よ
る
細
工
で
あ
る
な
ど
共
通
点
が
多
い
。

ー
か
ら

6
が
寛
文
五
年
、
7
が
寛
文
六
年
の
寄
進
で
、
こ
れ
ら
全
て
が
そ
の
頃
作
ら
れ

た
能
人
形
面
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
同
一
作
者
の
手
に
よ
る
も
の
と
考
え

て
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

8
と
9
は
と
も
に
小
型
で
明
ら
か
に
能
面

で
は
な
い
。
と
も
に
木
地
裏
で
塗
り
が
な
く
、
自
の
角
度
が
急
で
あ
る
。
目
及

び
鼻

・
顎
の
く
ぼ
み
は
く
り
小
万
細
工
で
あ
る
。
こ
の
二
面
は
同

一
人
に
よ
り

作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

1
、
4
、
日
は
毛
書
き
よ
り
見
て
、
同

一
人
に
よ
り
補
修
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

西
国
三
好
氏
(
注
は
)
は
進
雄
神
社
の
面
に
つ
い
て

今
回
発
見
さ
れ
た
十
七
点
の
面
は
能
面
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
面

の
裏
面
に
寄
進
年
月
日
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
よ
り
起
算

し
て
三
百
年
以
上
ま
た
は
こ
百
数
十
年
以
上
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
寄
進
さ
れ
た
面
の
製
作
は
そ
れ
以
前
の
も
の
で
、
彫
刻
及

び
彩
色
技
法
の
素
朴
な
点
な
ど
か
ら
み
て
、
そ
れ
よ
り
遥
か
に
年
代
を
遡

の
ぼ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
想
定
さ
れ
る

と
言
わ
れ
る
が
、
彫
刻
か
ら
見
て
、
そ
の
内
8
、
9
、
口
、
口
、
日
、
日
、
口

の
七
面
は
明
ら
か
に
能
面
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
以
外
の
一

O
面
は
能
面
と

し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
を
転
用
し
た
も
の
と
考
え
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
し

か
し
、
ー
か
ら

7
の
裏
面
墨
書
き
が
生
地
に
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
汗
等
に

よ
る
に
じ
み
も
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
能
面
と
し
て
舞
台
に
使
用
さ
れ
た
形

跡
は
な
い
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
の
面
は
製
作
後
直
ち
に
人
形
面
と
し
て
寄
進
さ

れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

進
雄
神
社
の
人
形
面
は
彩
色
の
直
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
面
の
彩
色
は
水
分

に
弱
く
、
雨
に
当
た
っ
た
り
す
れ
ば
毛
書
き
は
流
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
時
素
人

の
手
に
よ
っ
て
彩
色
が
や
り
直
さ
れ
、
面
の
名
称
が
見
分
け
に
く
く
な
っ
た
も

の
も
あ
る
。
面
の
上
部
の
穴
は
、
か
ぶ
り
も
の
(
頭
に
の
せ
る
毛
)
と
面
を
固

定
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
穴
が
彩
色
補
修
に
よ
っ
て
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
も

の
も
あ
る
。
ま
た
6
、
日
の
面
は
表
面
が
ニ
ス
塗
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
雨
対
策
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

結
果
と
し
て
、
ー
か
ら

7
及
び
叩
は
い
た
み
と
彩
色
の
ま
ず
さ
に
よ
り
、
日

は
あ
ご
部
の
割
れ
欠
落
に
よ
り
、
現
在
能
面
と
し
て
使
用
に
堪
え
る
も
の
は
日

の
黒
髭
の
み
で
あ
る
。
非
能
面
の
各
面
は
い
ず
れ
も
地
元
の
人
々
に
よ
っ
て
製

作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

五

進
雄
神
社
に
保
管
さ
れ
て
い
る
鼻
高
天
狗
面

桜
が
丘
ミ
ュ

I
ジ
ア
ム
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
面
以
外
に
近
世
の
面
と
し
て
、

進
雄
神
社
に
は
天
狗
面
が
一
面
遺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
鼻
高
天
狗
の
面
で
、

面
裏
に
「
神
主
神
谷
右
近
太
夫
寛
文
八
申
年
六
月
吉
田
奉
寄
進
高

須
重
太
夫
」
と
い
う
墨
書
が
あ
る
。
寄
進
が
六
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
天
王

祭
に
用
い
る
能
人
形
面
と
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

面
は
鼻
高
面
で
あ
る
が
、
顔
面
の
形
状
は
能
面
の
大
癒
見
を
少
し
(
約
一
割
)

大
き
く
し
た
も
の
で
、
そ
の
鼻
先
の
み
を
変
形
し
て
鼻
高
天
狗
と
し
て
い
る
。

面
裏
の
彫
刻
は
浅
い
斜
め
の
飽
目
で
揃
っ
て
い
る
。
目
や
鼻
の
穴
な
ど
の
細
工

も
能
面
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
薄
い
拭
き
漆
を
施
し
て
あ
る
よ
う
に
も
見
え

る
。
自
の
金
具
の
形
や
細
工
も
良
い
。
塗
り
は
和
紙
を
下
地
に
張
っ
た
上
に
、

胡
粉
を
躍
で
塗
っ
た
「
紙
張
り
採
色
」
と
呼
ば
れ
る
技
法
で
、
能
面
に
は
よ
く

行
わ
れ
て
い
る
方
法
で
あ
る
。
面
の
材
質
は
良
質
の
木
曽
檎
で
あ
る
。
木
取
り

は
正
板
目
、
鼻
先
を
寄
木
に
し
て
い
る
。
鼻
先
の
木
取
り
は
本
体
と
直
角
に
し
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て
い
る
。
材
料

・
金
具

・
彫
刻
技
法

・
彩
色
技
法
い
ず
れ
か
ら
見
て
も
、
能
面

の
専
門
職
人
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
時
代
の
能
面
職
人
は
、
世
襲
の
面
打
家
に
属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、

世
襲
面
打
家
(
越
前
出
自
家

・
大
野
出
目
家

・
井
関
家

・
児
玉
家

・
弟
子
出
自

家
)
か
、
そ
こ
で
修
行
し
た
職
人
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
種
の
面
を
制
作
す
る
の
は
地
方
に
帰
っ
た
弟
子

職
人
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

__r__. 
F、
現
在
の
祭
礼
と
能
人
形
面

文化情報学部紀要，第2巻， 2002年

現
在
の
祭
礼
に
お
い
て
、
能
人
形
面
は
「
東
山
」
「
西
山
」
と
い
う
、
東
西
そ

れ
ぞ
れ
の
組
の
山
車
に
そ
れ
ぞ
れ
一
体
ず
つ
立
て
ら
れ
る
等
身
大
の
人
形
に
用

い
ら
れ
る
こ
面
と
、
「
伊
勢
参
り
」
と
い
う
「
神
幸
祭
」
の
最
後
尾
の
車
に
乗
せ

ら
れ
る
等
身
大
の
人
形
一
体
に
用
い
ら
れ
る
一
面
の
合
わ
せ
て
三
面
で
あ
る。

神
幸
祭
は
三
日
間
行
わ
れ
る
祭
の
最
終
日
に
神
輿
が
進
雄
神
社
と
元
宮
と
を
行

列
し
て
往
復
す
る
こ
と
で
あ
る
。
。

桜
が
丘
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
に
保
管
さ
れ
て
い
る

(
2
)
(
3
)
の
怪
士
に
は
、
箱

に
「
東
山

楠
正
成
面
」
「
西
山
源
頼
光
面
」
と
書
か
れ
、

(
4
)
の
童
子
に

は
、
や
は
り
箱
に
つ
伊
勢
参
り
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の

「伊
勢
参
り
」
の

面
に
は
木
箱
も
あ
り
、
そ
れ
は
蓋
に
「
笠
鉾
面
」
、

蓋
裏
に
「
出
口
町
用
」
と
書

か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
面
は
そ
れ
ぞ
れ

「東
山
」「
西
山」

「
伊
勢
参
り
L

の
人
形
に
用
い

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
平
成
九
年
の

「西
山
」
の
面
は
「
怪
士
」
で
は

な
く
「
般
若
」
の
よ
う
な
鬼
の
面
の
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
松
山
雅
要
氏

に
よ
れ
ば
、
現
在
の
祭
礼
に
お
い
て
も
東
山
は
楠
正
成
面
、
西
山
は
源
頼
光
面

で
従
前
通
り
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
「
東
山
」
「
西
山
」
の
人
形
は
と
も
に

前
に
稲
が
置
か
れ
る
か
ら
稲
に
つ
く
害
虫
の
駆
除
、
災
厄
の
駆
除
を
祈
る
も
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「伊
勢
参
り
」
は
荷
物
を
背
負
い
、
笠
を
か
ぶ

っ
た
旅
装
束
の
人
形
で
、
参

詣
人
の
扮
装
を
し
て
い
る
。
伊
勢
へ
行
く
参
詣
人
を
模
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
の
車
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
列
の
最
後
が
こ
こ
で
あ
る
こ
と
を
し

め
す
と
い
う
実
際
的
な
意
味
も
あ

っ
た
だ
ろ
う
。

同
社
の
能
人
形
面
は
前
述
の
よ
う
に
ど
れ
も
実
際
に
用
い
た
痕
跡
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
近
世
に
は
面
は
三
面
の
み
で
は
な
く
、
多
く

用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
西
田
氏
は
、
「
こ
の
祭
り
に
う
た

わ
れ
る
笹
踊
の
唱
歌
に
は
『
:
:
:
天
王
の
祭
は
七
輔
の
車
に
十
二
本
の
笠
鉾
、

波
に
ゆ
ら
れ
て
:
:
:
』
と
あ
る
か
ら
、

昔
時
は
七
体
の
人
形
が
飾
ら
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
」
と
言
わ
れ
る
。

「笹
踊
り
」
と
い
う
の
は
、
三
人
で
行
う
田
楽

踊
り
の

一
種
で
、
西
田
氏
が
挙
げ
ら
れ
る
の
は
こ
の
踊
り
の
時
周
囲
を
囲
む
若

者
が
歌
う
歌
の
歌
調
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
現
在
で
も
謡
わ
れ
て
い
る
。
西
田
氏

は
一
つ
の
車
に

一
体
ず
つ
で
七
体
使
用
し
た
の
で
は
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら

の
人
形
を
全
て
車
に
乗
せ
て
使
用
し
た
と
す
れ
ば
車

一
つ
に
二
体
は
載
せ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た

「伊
勢
参
り
」
が

「笠
鉾
」
面
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

「十
二

本
の
笠
鉾
」
に
こ
れ
ら
の
人
形
を
何
ら
か
の
形
で
飾

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
能
人
形
面
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
は
現
在
の
所
記
録
等
管
見
に
な
い
。
ご

存
じ
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
ぜ
ひ
ご
教
示
頂
き
た
い
と
思
う。

七

お
わ
り
に

豊
川
進
雄
神
社
で
能
が
興
行
さ
れ
た
記
録
は
残

っ
て
い
な
い
。
能
人
形
面
は

あ
く
ま
で
祭
礼
の
能
人
形
の
た
め
に
寛
文
年
間
に
祭
礼
が
盛
ん
に
な
っ
た
頃
か

ら
整
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
能
人
形
面
は
、
祭
礼
の

中
で
は
、

悪
疫
除
去

・
豊
作
祈
願
な
ど
の
意
味
を
持
っ
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
能
人
形
面
が
「
能
人
形
」
と
「
能
」
と
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い
う
名
前
を
持
ち
、
い
ず
れ
も
「
能
面
」
を
模
し
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

近
世
の
人
々
の
「
能
」
「
能
面
」
に
関
す
る
と
ら
え
方
を
考
え
る
意
味
で
参
考
に

な
る
だ
ろ
う
。

内
藤
泰
二
師
の
遣
さ
れ
た
メ
モ
の
内
に
は
人
形
面
の
寄
進
年
と
面
打
の
没
年

を
比
較
し
た
メ
モ
が
あ
り
、
能
人
形
面
が
寄
進
さ
れ
た
時
期
が
、
江
戸
の
面
打

ち
家
に
お
い
て
さ
か
ん
に
大
名
面
が
作
ら
れ
て
い
た
時
期
に
当
た
っ
て
い
た
こ

と
に
関
心
を
示
さ
れ
て
い
る
。
寄
進
さ
れ
た
能
人
形
面
に
、
鼻
高
天
狗
面
の
よ

う
に
明
ら
か
に
能
面
の
細
工
を
熟
知
し
た
人
物
が
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
面
が

存
在
す
る
こ
と
は
、
能
人
形
面
の
制
作
に
能
面
作
家
の
関
与
を
疑
わ
せ
る
も
の

で
あ
る
。
面
の
作
者
は
わ
か
ら
な
い
が
、
当
時
の
能
面
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
人
形
面
の
需
要
が
僅
か
で
は
あ
っ
た
も
の
の
存
在
し
た
こ
と
は
重

要
で
あ
ろ
う
。

現
在
愛
知
県
内
で
は
、
津
島
の
天
王
祭
り
の
朝
祭
り
で
能
人
形
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
津
島
の
能
人
形
面
は
ま
だ
拝
見
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
が
、

前
述
の
通
り
豊
川
の
天
王
信
何
が
津
島
神
社
の
影
響
に
始
ま
っ
た
と
す
れ
ば
、

こ
の
能
人
形
も
津
島
神
社
の
祭
礼
の
能
人
形
の
影
響
を
受
け
て
い
る
か
も
知
れ

な
い
。
そ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

(注
1
)

『限

・名
古
屋
か
ら
』

頁
西
田
三
好
氏
の
項

(注
2
)

『
観
る
愛
面
居
士
の
能
面
探
求
弁
|
』
所
収
、
引
用
は
同
書
に
よ
る
。
内
藤
泰

二
著
内
藤
泰
二
著
述
集
刊
行
会
わ
ん
や
書
庖
平
成
五
年
二
月
発
行

(注
3
)

「
豊
川
進
雄
神
社
の
古
能
面
」
西
国
三
好
「
観
世
」
昭
和
四
五
年
七
月
号

O

三
三
頁

(注
4
)

「豊
川
の
能
面
」
(
仮
称
。
「
所
有
者
豊
川
進
雄
神
社

月
二
三
日
調
査
能
評
家
西
国
三
好
」
と
記
す
。
)

松
山
雅
要
私
家
版
平
成
七
年
五
月
改
定

内
藤
泰
二
著

時
暗
雲
会

昭
和
六
三
年
九
月
発
行

五
七

調
査
日
昭
和
四
五
年
四

『血旦
川
進
雄
神
社
』
所
収

「
神
社
の
歴
史
」
の
項

松
山
雅
要

『
豊
川
進
雄
神
社
』

(注
5
)

「
豊
川
進
雄
神
社
」

所

収

注

4

(注
6
)

「
豊
川
進
雄
神
社
」

所

収

注

4

(注
7
)

『
豊
橋
市
史
第
二
巻
』
昭
和
五

O
年

一

集
豊
橋
市
発
行
六
九
三
|
六
九
五
頁

(注
8
)

『豊
川
進
雄
神
社
天
狗
面
豊
川
村
・
高
須
十
太
夫
』

成
一
五
年
一
月
発
行
全
一
四
頁

(注
9
)

『
豊
川
市
史
資
料
編
』

享

保
二

O
年
資
料
番
号
七
二

三
一
貰

(注
目
)
『
観
る
』
注
2

一
四

O
頁
上
段

(
注
目
)
『
観
る
』

注

2

一
五
八
1

一
五
九
頁
上
段

(
注
ロ
)
『
観
る
』
注
2

一
三
三
頁
中
段

(
注
日
)
「
豊
川
進
雄
神
社
の
古
能
商
」

注

3

「
小
笠
原
文
書
」
の
項

松
山
雅
要

『且且
川
川
進
雄
神
社
』

一
月
発
行

豊
橋
市
史
編
集
委
員
会
編

松
山
雅
要

私
家
版

村
差
出
明
細
帳

。
頁

占
用
巴

4
A下
az--FLR

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
許
可
さ
れ
た
豊
川
進
雄
神
社

・
豊
川
桜
ケ
丘
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
文
化

課
、
豊
川
市
史
編
纂
室
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
本
稿
の
掲
載
を
許
可
い
た
だ

き
ま
し
た
豊
川
連
区
長
星
野
史
郎
氏
、
副
連
区
長
小
笠
原
茂
氏
、
副
連
区
長
森
島
健
夫
氏
、

氏
子
総
代
長
鈴
木
勝
巳
氏
、
氏
子
総
代
小
川
満
氏
、
氏
子
総
代
中
林
良
雄
氏
に
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
。
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
豊
川
の
歴
史
に
つ
い
て
は
豊
川
市
史
編
纂
室
の
田

中
康
弘
氏
・
一
ノ
瀬
礼
三
氏
、
豊
川
郷
土
史
研
究
会
の
松
山
雅
要
氏
の
御
教
示
を
頂
き
ま
し

た
。
特
に
高
須
重
太
夫
関
連
の
資
料
は
全
て
松
山
氏
に
御
提
供
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
現
在
の

祭
礼
に
つ
い
て
は
藤
井
孝
夫
氏
に
御
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
能
人
形
面
の
特
徴
に
関
し

て
は
保
田
紹
雲
氏
の
全
面
的
な
ご
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本

研
究
は
平
成
九
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
奨
励
研
究

(
A
)
「
東
海
地
域
近
世
・近
代
能
楽
資

料
の
収
集
と
整
理
」
(
課
題
番
号

一
O
九
七
一

O
三一

六
)
、
平
成

一
四
年
度
科
学
研
究
費
基

盤
研
究

(C)
「
東
海
地
域
能
楽
資
料
の
収
集
と
整
理
」
に
よ
る
成
果
の
一
部
と
な
り
ま
す
。

一

い
い
づ
か

・
え
り
と
/
文
化
情
報
学
部
助
教
授

一

切
白
色
-xw
ユS
@
♀
・
印
口
問
芝
山

B
山
自
己
同
門
・

5

平
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(1) 豊川進雄神社所蔵能人形面(桜が丘ミ ュージアム寄託分17面)
文番号 旧分類 般名称 所蔵名称 能・人悟面 材質 フド取 高刀目 型地 彩色 書き入れ等 縦 積 興
01 1 は 童子 童子 能面 柚 四方祉 横抱目 木地 抵はり存色 六は 三惣氏州宝子飯郡六豊月川吉郷田 天宜主王神五主乙神巴谷年右奉近脊進人形面 20.7 13.7 7.2 

01 2 ほ 怪土 快土(車山楠正成面) 能面 描 木目取 横鈎目 木地 紙はり彩色

E豆華議空吻童璽謡2亙骨鶏E思reA阿
21.5 14.3 8.3 

01 3 ろ 怪士 快土(西山源頼光商) 能面 始 柾目 横飽目 生地 六ろ 寛天文王神五主乙神巳年苔右務近奇進人形而 21.3 14.519 

01 4 に 童子 童子(伊勢幸り面) 能面 総 柾目 横飽目 生地 抵はり彩色 六に 寛天文王神五主乙神巳年谷右奉近者干進人形而 20.8 14.2 7.9 

01 5 よ 獅子口 顕子ロ 能面 槍 四方旺 横飽目 生地 紙はり暮色 六よ 貫天主王神五主乙神巳年谷右芝近居奇進人形面 21.1 16.8 10.7 

6 わ 毘嬉見 大1里見 能面 槍 四万柾 横鈎目 生地 わ六 惣三州氏子宝飯郡六豊月吉111珊田 寛天文主神五主乙神巴年谷右奉近苛進人形面 22 16.8 10.9 

01 7 い 郎郭男 中将 能面 柑 四方柾 横鈎目 生地 神い苔右神近キ寛文六年豊川村天王惣氏子午六月吉田 20.3 14.8 8.2 

01 8 と 小面 小面 非能商小型 補 四方柾

官
生地 と 証宝九年州宝飯郡盟111 奉寄進惣氏子 19 11.6 6.5 

01 9 る 若い男面 若い男面 非能面小型植 四方柾 生地 る延宝九年改奉寄進惣氏子天王監川輔 18.4 1l.5 6.5 

0110 へ 堕男 檀男 能面 棺 柾目 生地 紙はり彰色 へ延宝九年盟川郷奉寄進惣氏子天王人1静岡 20.5 15.2 8.8 
01 II り 小飛出 小用出 非能面 描 ， 3地 り 延宝九年酉六月吉日奉寄進豊川郷天王人形而 21.9 15.6 18.9 
12 か 黒串見 大串見 非能面 摘 四方柾? 黒樺 かご州 年末天六神月吉主中日左さい代し 1l.8 17.1 11.2 

者き ツ王国中作

01 13 
か(不rちつ記) 
獅子口 獅子口 現能面 ， ， 

融荒鈎い目 黒時
林林ち忠左三太助夫州芝居寄進人川陪郷函ニ冗ッ文天四年王末神六主月中吉間左日中さ代い作し者さ

22.4 14.5 

14 れ 獅子口 掛子口 非fitUfi ほう? 逆木目 縦荒鈎い目 生地 れ奉納御宝"'1 覧保二壬成年四月吉祥日 願主林氏 22.5 15.5110 

01 15 を I.V，I註 黒髭 能面 棺 柾目 横鈎目 黒躍 を 21 14.9 9.2 
01 16 つ 平太 平太 能面 柑 正柾自 構抱目 鼎龍 つ五月九日天王人形町 20.6 14.5 7.9 
01 17 ぬ 小尉 小島I 非能面小型 槍 正柾目 横鈍目 生地 ぬ五稲生伊E 寄しん 18.3 8.3 7.4 

(2) 祭礼と能人形(平成9年7月20日神幸祭)

⑤「伊勢参り」の出発 ④ 伊勢参り
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飯塚恵理人/豊川進雄神社の能人形面

(3) 進雄神社所蔵 能人形面(桜ケ丘ミュージアム寄託のものは、その商の番号を記した。)

②怪士(菌裏) ② 怪士 ①童 子(面裏) ①童 子

④ 童子(商裏) ④童子 ③ 怪 士(面裏) ③ 怪士

⑥黒j意見(面裏) ⑥黒嬉見 ⑤獅子口 (酉裏) ⑤ 獅子口
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③小面(面裏) ③ 小面 ⑦甘日郭男(面裏) ⑦部草B5f!.

⑬痩男(商裏) ⑬痩男 ⑨若い男面(面裏) ③若い男面

⑫黒f意見(面裏) ⑫黒嬉見 ⑪小飛出(商裏) ⑪ 小飛出
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飯塚恵理人/豊川進雄神社の能人形面

⑪獅子口(面裏) ⑬ ~I市子口 ⑬獅子口(面裏) ⑬獅子口

⑬平太(面裏) ⑬平太 ⑬黒髭(面裏) ⑬黒髭

鼻高天狗面 鼻高天狗面 ⑫小尉(面裏) ⑪小尉

(鼻をつけた所) (鼻をとった所)
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鼻高天狗面(面裏(3))

「奉寄進高須重太

夫」の墨書あり
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鼻高天狗面(面裏(2))

「寛文八申年 六月吉

日」の墨書あり

鼻高天狗面(菌裏付))

「神主 神谷右近太夫」

の墨書あり


